
 

 

 

 

 
 
 

「2学期が終わります」 
 

 本日 12 月 22 日(金)は終業式です。まだ年次が変わるわけではありませんが、それでも 1

年が終わろうとしています。皆さんは、この 1年を振り返っていることと思います。中学校を

卒業したての 3月から考えると、あっという間に膨大な経験を積んだと思うのではないでしょ

うか。できることも増えたなあと思ってくれていると嬉しいです。 

 学校でも学期末を迎えるこの数週間で、様々な学校行事が行われました。それらも振り返っ

て、今年最後の年次通信を締めくくろうと思います。 

 

「湯浅アナウンサー講演会」 
 

 12 月 13 日(水)、サンテレビのアナウンサーである湯浅明彦氏が 78 回生のために来校し、

お話をしてくださいました。 

 ご自分の来歴から、今までに何を学び、明南の 78 回生に高校生のうちに心がけておいて欲

しいこと、伝えられることをお話しくださいました。アナウンサーらしく、言葉を贈り物とし

て、生徒に伝えてくださいました。「いつか君たちを救ってくれる言葉になれば」と、想いのこ

もった講演をしてくださいました。 

 アナウンサーとして働く姿から、挫折を経験してないと思われがちだが、挫折ばかりだった

と、皆を励ましてくださいました。大学受験時の挫折経験や、就職試験での度重なる不採用通

知など、その出来事だけを見れば、マイナスの経験も長期的に見ればプラスの出来事だったと

振り返っていらっしゃいました。そこから、「きめつけるな！」と教訓を与えてくださいました。

つまりこれは、今起きている自分にとって不都合な出来事も、それがあったが故に今の成功に

つながっている場合があるというメッセージでした。 

 更に、「夢は破れても、夢をあきらめるな」という言葉も紹介してくださいました。夢の実現

を目指して努力し続けることは、実現に至っていない場合も実力をつけてくれる。あきらめた

場合、努力の過程でつくはずだった実力を獲得できずに終わる。加えて失敗したという感情だ

けが残る。あきらめない姿勢が他の取り組みで良い結果を出す地力を作るというお話でした。 

 

「高校講座外務省講演会」 
 

 12月 14日(木)、外務省の職員である石川勝利氏が 78回生のために来校し、お話をしてく

ださいました。 

 ご自身がどのような高校生だったか、外務省の職員になるのにどのような道筋を辿ったのか、

職員がどのように働いているか、目的は何か、どのような志を持っているか、どの点で国民生

活に貢献しているか等をお話しくださいました。 

 普段の日本人の評判が外交上、有益な力になりうることを知り、意外そうな反応を見せる生

徒もいました。実はそれはほんの一例で、我々に身近な事柄が外交に影響を与えるほどの力を

持つ場合もあると、実際の外交官からうかがえたことは貴重な経験だったと言えます。 

 質問しようと楽しみにしていた生徒もいたようで、熱心にお話を聞いていたのだと、頼もし

く感じました。 
 

「薬物乱用防止講演会」 
 

 12月 15日(金)、兵庫県警明石少年サポートセンターから職員 2名に来ていただき、薬物乱

用の危険性・有害性に対する正しい知識や規範意識をつける方法を伺いました。 

 20歳未満の飲酒・喫煙がなぜ禁止されているのか、どういうことが薬物の乱用になるのか、

あたりまえと思って、わざわざ考えなかったことから、我々がどう守られているかを再認識で

きる内容でした。 
 

「課題考査があります」 
 

 年明けの令和 6年 1月 10日(水) は始業式

の翌日で、2限から課題考査があります。どの

科目も主に冬休みの課題が範囲ですので、冬季

休業中に計画的に学習に取り組みましょう。 

 3学期は中間考査がない分、この課題考査と

続く年度末考査は、失敗すると取り返すことが

極めて困難です。気を抜かずに備えを万全にし

て臨んでください。課題考査と、年度末考査で

持てる力を、充分に発揮できるように冬休みを

有意義に過ごしてください。 
 
 

 

令和 6年の新学期 始業式は 1月 9日(火)です。 
 

 令和５年はお世話になりました。年次一同、くる年の皆さんのご多幸をお祈りします！ 
 

明石南高校ホームページ等 

☆ 明石南高校ホームページ ☆ 

 https://www.hyogo-c.ed.jp/~meinan-hs/ 

☆ 明石南高校連絡先 ０７８－９２３－３６１７  (呼出番号 1：1年次、呼出番号 6：事務室) 

☆ 年次団メール  akm78th@gmail.com 

年次通信のバックナンバーは学校ホームページの各種通信にてカラーで掲載しています。 

 

第十一号 

令和 5 年 12 月 22 日発行 

※ 考査終了後、昼からの時間割は
水曜日5限・6限のものです

3学期　1/10(水)の時程

6限 平常授業

5限 平常授業

4限
数学Ⅰ・
数学A

3限
現代の国語・

言語文化

2限
英語コミュニケーションⅠ・

論理表現Ⅰ

1限 LHR


